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よび関係性に対する視点の転換でもある。本稿では「教授一学習 (teachingand learning) J 、「学
校組織 (schoolorganization) J 、「外部環境 (environment)Jという 3つの関係を固定的に捉える
のではなく、オルタナティブ (alternative)に捉え、これらを総じた包括的な概念として「学校組




















会 (Ame1'icanEducational Resea1'ch Association)による雑誌および書籍などを中心に検討したこ
とをあらかじめ付け加えておく (4)。
2. 80年代から初年代にかけての研究課題の変容
( 1 ) 80年代における 2つの波と改革の手法
アメ 1)カ教育行政経営研究にとって、 80年代から 90年代にかけてはいわゆるスクールェリスト
ラクチュアリングという学校改革の流れ(5)が大きな背景として存在してきた。その改革の流れは、
端的にいって「第 lの波 (fi1'stwave) J 、そして「第2の波 (secondwave) Jという 2つの大きな
動きとこれに伴う改革手法、そしてその後に生じた様々な動きにおいて特徴づけられる(6)。
「第 lの波j は、連邦の教育長官の諮問機関「優れた教育に関する全国審議会 (National
Commission on Excellence in Education) Jによる 1983年4月の報告書「危機に立つ国家 (A














(teaching and learning) J過程そのものに注目が集まるようになった。また、ここでは「第 1の
波Jにおけるトッフダウン式の改革手法ではなく、地方や学校、教員および生徒や父母の側からの、
すなわちボトムアップ式の改革手法が模索されるようになった。例えば、単位学校に権限委譲する
「学校に基礎をおいた経営 (School-BasedManagement) J (以下、 SBM)が広く展開されるよ
うになったことは、これまでの学校と教育委員会との関係を改革するという意味をもった。このよ
うに「第2の波Jの進展は、アメリカの公立学校の伝統的な経営システムそのものに抜本的な改善
や改革を迫る f学校再構築(スクール=リストラクチュアリング、 SchoolRestructuring) Jと総称
される動きをもたらした。










「専門職的共同体Jとは、いかに「教師の信念や実践 (teachers'beliefs and practices) Jに対す
る考え方が形成され、またそれがどのように「生徒の学習 Cstudentlearning) Jに影響するか、そ
してこれらを総じて「学校の効果に関する諸力 (overallschool effectiveness) Jとみなす、学校に
おける専門職組織の特質を表す構成概念である (Sykes1999: 236) 0 r専門職的共同体j は以下の
5つの要素によって構成されると指摘される (Sykes1999:236)。第一に「規範と価値の共有(Shared




(The deprivatization of practice) J 。倍々の教師の実践を、対話・観察・フィードバック、その他
の手段を用いて、関かれた審査 (openscrutiny)を行う。第四に「生徒の学習に対する学校全体か
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究においても 70年代においてすでに「認識枠組Jとして着目されていた(朴 1984: 145)。また反































































校風土j や「学校文化Jといった側面に関わる「第一の命令・規則・秩序 (first-order) Jの改変
と、「教授一学習Jや「公式組織jなどの学校組織の技術に関わる「第二の命令・規員IJ.秩序 (second
-order) Jの改変について、それぞれの変数を分けて考えるということでもある (Hallinger，P.et 
al: 1985:360)。すなわち学校の組織観と効果に関する視点について、「異なる学校ごとによって、異




性に関して、「要因を詳述すること (factorspecification) J 、「概念としてのフレームワークを発展










た CHallinger，P.et al : 1985:360)。
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( 向日比Halli工事判Mitmazl〈1925363) ) 
Fihure 1: School Eifectiveness: A Conceptual Frarnework Iこ筆者が訳付/






ム CTightlyCoupled Curriculum) J 、「直接教授 (DirectInstruction) J r (自発的)学習の機会
COpportunity to Learn) Jとして「教授一学習jのタイプを示している。このことは、学校組織に
おける技術としての教授への着目を示している。
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回2 学;恨の効果に関わる諸力の関逮捕造
l' Halli河町田1dMt立てpr0(1986:330) ¥ 
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4. 90年代アメリカ学校組織研究における f教授-学習j に関する研究
( 1 ) 90年代における領域・対象・方法の多襟化
前節で見たように、ハリンジャーとマーフィーは、効果的学校に関する研究の3つの側面 u要因
を詳述すること (factorspecification) J、「概念としてのフレームワークを発展させること
Cconceptual framewo1'k development) J 、「モデルを構築すること Cmodelbuilding) J)を指捕し、
今後、「モデルを構築すること (modelbuilding) Jが進展していく、と 80年代半ばにおいて指摘し
た。しかし、その後もアメリカ教育行政経営研究においては、むしろ「概念としてのフレームワー






学校組織の内的ジレンマ (theinternal dilemmas) 
1 )目標 (goals)
「組織目標 Corganizationalgoals) Jと「個人の欲求 (individualneeds) J 
2 )課業の構造 (taskstructure) 
「公式的な課業の構造 (fo1'maltask structure) Jと「非公式的な課業の構造 (informal
task structure) J 
3 )専門職性 (professionalism)
統制に関するジレンマ-一「自律性 (autonomy)Jと「命令 (order)J 
職業的な地位、キャリア、平等に関するジレンマ・・・「行政上の諸規則と手続
(administrational policies and procedures) Jと「専門職的な規範(professional 
norms) J 
4 )ヒエラルヒー (hierarchy)
「トップダウン Ctopdown) Jと「ボトムアップ Cbottomup) J 
学校組織の内一外的ジレンマ(theexternal dilemmas) 
5) (組織の)存続 (persistence)












(contradictory stance) Jとし、これを現在における学校組織研究におけるジレンマ (dilemmas)
として説明した (Ogawa，R. T.， Crowson， R. L. and Goldring， E. B.: 1999)。
ここで学校組織を見るうえで前提となっている視点は、学校組織の内部の統制と、内部一外部関
係、すなわち学校組織とその環境に対する視点である。また、「教授一学習Jは2)の「課業の構造




(second -order reforms) Jというレベルがある。 80年代までの多くの研究は、 2番目のレベルに
までは、なかなか深く浸透しない (oftendoes not penetrate)という説明の仕方をしていた (Ogawa





























Oakes， J.， Wells， A.S.， Jones， M. and Datnow， A. (1997)が挙げられる。ここでは以下のことが
明らかにされた。多くの教師と親は、彼らの持っている「知性に対する考え方 (ideologyof 






































起こるのかJといった側面がさらに探究される必要があると指摘される CBacharach，S. B. and 













(1) 例えば、堀 (1993)では、アメリカにおける Educa tional Administra tionに関する研究を題材
として「アメリカ教育行政学Jという語を使用しているし、他方、曾余田 C1991)では、アメ




(2) 本稿で用いた「学校組織デザイン (Organizationaldesign of school) Jという言葉は、 Rowan
(1995)で使用されている語に拠った。これは研究分析的な意味での対象範囲を示す語として
本稿では用いた。その意味で、学校内外の実態的具体的組織を総体として呼ぶ「教育組織
CEducational organization) Jとは区別した。また、 f学校組織デザインJの3側面として示し
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ている「教授一学習j、「学校組織J、「外部環境Jは、組織でもあり、制度でもある。組織とは、
一般的には、「特定の(諸)目標を達成するために、諸個人および専門分化した諸集団の活動を













1) Ed uca tional Administra tion Quarterly (1981 ----1999) 
特に特集 (SpecialIssue)として、リーダーシップに関する特集 (Leadership，vo1.28， no.3， 
1992)、教授一学習モデルの位置づけに関する特集 (Learning，Teaching， and Educational 
Administration， vo1.31， no.3， 1995)。
2) Handbook of Research on Educational Administration 
刊行されている以下の2冊。
. Boyan，N.J. (Ed.) (1988) Handbook of Research on Educational Administration， New 
York: Longman. 
. Murphy， J. and Louis， K. S. (ed.) (1999) Handbook of Research on Educational 
Administra tion， J ossey-Bass. 
3) Advances in Research and Theories of School Management and Educational Policy 
刊行されているのは以下の4冊。
. Bacharach， S.B. (1990) Advances in Research and Theories of School Management 
and Educational Policy， Vol.l， JAI Press 
. Bacharach， S. B. and Ogawa， R. T. (1993) Advances in Research and Theories of School 
Management and Educational Policy， Vo1.2， JAI Press 
. Ogawa， R. T. (1995) Advances in Research and Theories of School Management and 
Educational Policy， Vol. 3， JAI Press 
. Leithwood， K. (2000) Understanding Schools As Intelligent Systems -Advances in 
? 。??? 】?
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つの改革とは異なる第3の改革の流れとして位置づけられる (Rowan1990 : 31)。
(7)分権化と単位学校の改革の関係については、浜田 (2000) に依拠したところが大きい。
(8) 90年代以降、強調されてきた「教授一学習」とは、以下のような「教授一学習Jに関する観点










(9) Handbook of Research on Educational Administrationそのものの位置づけも確かに異なる面
がある。 Boyan，N.J.(Ed.) (1988)では、 70年代から 80年代を中心にするといっても、 19世
紀末から数えて、ほぽ 100年の教育行政・経営研究を振り返るという意味合いもあったために、









観点から、全体を構成しようとしている (Murphy，J. and Louis， K. S. 1999 : p.xxii)。








(! !iいわゆるインプット・アウトプット・リサーチ (Input喝 OutputResearch)が80年代までの学
校の効果 (schooleffects) に関する研究の典型といえる (Bossert:1988: 342-343)。
(1 2) i教授一学習モデルJと学校組織の統制ストラテジーの関係とこれに演する考察については、加
藤 (1999) を参照。
I! 3) i理論論争」については曾余国 (1991) を参照。










( 1 8 ¥パラダイム論争は、決着を克たというよりは、本文に示したような意味で、休止したと考えられ
る。 EducationalAdministration Quarterlyの 1992年第3号は、リーダーシップをテーマとし
たものだが、この号から多元的な研究視点や研究方法を許容する方向に展開したと判断されてい
るようである (Donmoyer，R.1999 : 32・34)。
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